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３．内容 
本研究は、中国で急増してきた外国の大学と中国の大学との共同教育プログラム、いわ
ゆるトランスナショナル高等教育において形成されつつある市場構造に焦点を当て、量的
分析と質的分析を混合させた手法によって、これを明らかにしようとしたものである。具
体的には、このトランスナショナル高等教育が特に活発なＡ大学について、831 人の学生へ
の質問紙調査と、30 名の関係者の半構造化インタビュー調査によって得られたデータを基
として、分析を行った。分析枠組みの主な構成は、学生の高等教育プログラムの選択に関
して、国内の高等教育、海外の高等教育（留学）、その中間的な高等教育としてのトランス
ナショナル高等教育の三種類の高等教育の在り方に対する学生の選択行動を、留学・移民
研究で用いられるプッシュ・プル要因の分析枠組みを援用して探求すること、及びトラン
スナショナル高等教育の供給元大学と受容先大学がどのようにこの教育形態をとらえてい
るのかを経済的・教育学術的・社会文化的な要因の 3 視角から分析すること、の２つの分
析から成る。 
これらの分析は、以下のような研究課題に答えるべく行われた。 
１． なぜＡ大学とその外国提携大学は、トランスナショナル高等教育を提供すること
を選択したのか。これにはどのような要因が影響を与えているのか。 
２． Ａ大学とその外国提携大学は、トランスナショナル高等教育のプログラムの在り
方をどのように決めたのか。 
３． Ａ大学のトランスナショナル高等教育プログラムに通う学生は、どうして、この
ような形態のプログラムを選んだのか。どのような要因が彼らの選択に影響を与
えたのか。 
４． トランスナショナル高等教育の市場構造に、国内の高等教育や海外の高等教育（留
学）との比較や関係において、どのような特徴があるか。 
 
これらの研究課題に対して、上記の量的・質的分析から、以下のような結果が導き出
された。 
１． 中国側の大学にとって、トランスナショナル高等教育は、教育革新の機会、国内
の学生や教員にとっての国際的研修機会ととらえられているとともに、比較的高
い授業料の徴収できる可能性のある重要な収入源でもある。 
２． 中国側の大学にとっては、政府のトランスナショナル高等教育の振興策や外国大
学の働きかけが、導入のきっかけになっている。 
３． Ａ大学のような、指導的大学でない大学のトランスナショナル高等教育を選ぶ学
生は、外国大学の知名度よりも、国内大学の要素により強く影響を受けている。
つまり、多くの学生が、トランスナショナル高等教育を自分の能力では通常進学
することのできないレベルの国内大学に進学するための便法としてとらえている。 
４． 指導的大学でない大学においては、消費者に焦点を当てた市場的なアプローチが
より力を有している。特にトランスナショナル高等教育においては、国内の大学
と外国のパートナー大学の双方が収益を上げることが重要視している。 
５． 高等教育市場は、国内大学と外国大学（留学）及びトランスナショナル高等教育
の 3 つの構造で理解すべきであるが、本研究では、トランスナショナル高等教育
の市場性が、強く国内市場の在り方と結びついていることが明らかになった。 
 
４．評価 
 本研究において最も評価されるべきは、トランスナショナル高等教育という新しい教育
の形態について、国内の高等教育と外国の高等教育との比較・関係で分析するというフレ
ームワークを提案し、研究を進めた点であろう。このような分析を試みることで、トラン
スナショナル高等教育の市場構造に関する複合的な分析が可能となった。トランスナショ
ナル高等教育は、これからの高等教育の明確な潮流となっており、この分析アプローチを
提案できたことの学術的意義は大きい。 
 第二に、理論的な考察において、Marginson の高等教育市場に関するモデルを、トラン
スナショナル高等教育に対して応用し、国際的に展開する高等教育の在り方に、独自の理
論的フレームワークと仮説を提供できたことの学術的意義は大きい。 
第三に、Ａ大学というケーススタディを基としながらも、量的手法と質的手法の組み合
わせが、複眼的・重層的な分析を可能とし、研究結果にも説得力を与えている。また、Ａ
大学におけるデータ収集は、量的にも質的にも、相当の包括性と分量を有しており、その
努力は評価できる。 
 しかし、審査委員会においては、以下のような課題も指摘された。 
（１） 本研究では、高等教育の市場的な側面を主な分析対象としているが、外国大学と
の提携に関しては、大学の威信の向上や教育内容の充実などの政治的・教育的側
面が大きな要因となっている。本論文でも言及され、研究対象ともされているが、
これらの側面に対してより掘り下げた分析があるべきであった。 
（２） 留学生・移民研究に使われるプッシュ要因・プル要因を本研究に使うのであれば、
その定義について、詳細に記述した方がよい。 
（３） ケーススタディの対象であるＡ大学を選んだ理由は明示されているが、最終的に
は情報収集のためのアクセシビリティで選んだことは否定しえない。ケースの選
定理由に関しては、より明確な記述が必要であろう。 
（４） フットノートをもっと活用して、本文として提示すべき情報の整理が必要である。 
（５） 質的分析と量的分析の整合性に課題がある。 
（６） ケーススタディの対象であるＡ大学の匿名性に留意すべきである。 
 
５．結論 
 上記のような課題は指摘されたが、全体として、これまでほとんど実証研究が存在して
いない中国のトランスナショナル高等教育に関して、新たな研究枠組みを提唱し、努力し
てデータ収集をし、実証分析を行った点は高く評価できるものである。よって、論文審査
委員会は、この論文を総合的に判断し、早稲田大学博士(学術)に相応しい論文であると認め、
学位授与を提案するものである。 
 
